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〈今月の紙面〉
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資料：農林水産省「農業委員への女性の参画状況」、「総合農協統計表」を
　　　基に作成
　注：１）農業委員：各年10月１日時点
　　　２）農協役員：各事業年度末
　　　　　2019年度数値は、全国農業協同組合中央会調べ

農業委員及び農協役員に占める女性の割合
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政
府
は
６
月
１６
日
、
１９
年

度
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村

白
書
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

巻
頭
の
特
集
で
、
「
新
た
な

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
と
と
も
に
、
「
輝
き
を

増
す
女
性
農
業
者
」
と
題
し

て
、
女
性
農
業
者
の
活
躍
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

１９
年
が
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
の
施
行
か
ら
２０
年

の
節
目
の
年
に
当
た
る
た

め
、
女
性
農
業
者
の
変
化
を

振
り
返
り
、
そ
の
活
躍
と
課

題
を
整
理
し
た
。

〇
女
性
の
認
定
農
業
者
数

は
１
９
９
９
年
の
２
千
人
か

ら
１９
年
に
は
１
万
１
千
人
へ

と
５
倍
に
、
認
定
農
業
者
に

占
め
る
割
合
も
１
・
６
％
か

ら
４
・
８
％
へ
と
３
倍
に
増

加
し
た
（
農
水
省
）
。

〇
農
業
委
員
及
び
農
協
役

員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
、
２
０
０
０
年
か
ら
１９
年

で
、
農
業
委
員
が
１
・
８
％

か
ら
１２
・
１
％
に
、
農
協
役

員
は
０
・
６
％
か
ら
８
・
４

％
に
増
加
し
た

（
図
、
同
省
）
。

〇
女
性
は
農
業

の
経
営
面
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

農
業
経
営
体
の
女

性
の
経
営
へ
の
関

与
と
収
益
の
増
加

に
は
相
関
関
係
が

あ
る
（
㈱
日
本
政

策
金
融
公
庫
調
査

結
果
）
。

一
方
、
女
性
農
業
者
の
一

日
の
仕
事
・
家
事
・
育
児
の

合
計
時
間
は
７
時
間
７
分

で
、
男
性
に
比
べ
１
時
間
１９

分
多
い
こ
と
を
デ
ー
タ
で
指

摘
。
農
業
・
農
村
の
持
続
的

な
発
展
に
向
け
、
女
性
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
し
て
、
方

策
を
示
し
た
。

▽
女
性
が
働
き
や
す
く
、

暮
ら
し
や
す
い
農
業
・
農
村

の
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
農
村
に
お
け
る
意
識
改

革
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る

周
囲
の
理
解
の
促
進
が
必

要
。
そ
の
た
め
、
家
族
経
営

協
定
の
締
結
や
農
業
経
営
改

善
計
画
の
共
同
申
請
、
女
性

農
業
者
の
つ
な
が
り
の
強
化

な
ど
の
推
進
が
必
要
。

▽
農
業
者
と
し
て
の
立
場

に
加
え
、
生
活
者
や
消
費
者

と
し
て
多
様
な
視
点
を
持
つ

女
性
の
声
を
地
域
農
業
の
方

針
策
定
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
そ
の
た
め
、
地

域
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
女
性

の
育
成
、
消
費
者
等
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
地
域
の
話
し

合
い
の
場
へ
の
女
性
の
参
画

な
ど
の
推
進
が
必
要
。

農
業
政
策
の
指
針
と
な
る

基
本
計
画（
２０
年
３
月
策
定
）

の
特
集
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
「
中
小
・
家
族
経
営
等

多
様
な
経
営
体
の
生
産
基
盤

強
化
を
通
じ
た
農
業
経
営
の

底
上
げ
」
な
ど
を
挙
げ
て
解

説
。
新
た
な
食
料
自
給
率
目

標
（
食
料
国
産
率
）
、
食
料

自
給
力
指
標
等
に
つ
い
て
も

説
明
し
て
い
る
。

特
集
に
続
く
ト
ピ
ッ
ク
ス

は
、
「
食
料
・
農
業
・
農
村

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
」
と
「
日
米
貿

易
協
定
の
発
効
と
対
策
等
」

を
取
り
上
げ
た
。
３０
年
ま
で

の
国
際
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
農
村
に
お
け
る
達
成
に

向
け
て
、
環
境
に
配
慮
し
た

生
産
活
動
の
推
進
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
消
費
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
指

摘
。
日
米
貿
易
協
定
（
２０
年

１
月
発
効
）
に
つ
い
て
は
、

品
目
ご
と
の
合
意
内
容
な
ど

を
説
明
し
て
い
る
。

本
編
は
、
第
１
章
「
食
料

の
安
定
供
給
の
確
保
」
、
第

２
章「
強
い
農
業
の
創
造
」、

第
３
章
「
地
域
資
源
を
活
か

し
た
農
村
の
振
興
・
活
性

化
」
、
第
４
章
「
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
と
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
等
」
で
構

成
。第

３
章
で
は
、
中
山
間
地

域
の
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

記
述
。
「
中
山
間
地
域
は
、

農
地
面
積
と
農
業
産
出
額
で

全
国
の
４
割
を
占
め
、
我
が

国
の
食
料
生
産
を
担
う
と
と

も
に
、
豊
か
な
自
然
や
景
観

を
有
し
、
多
面
的
機
能
の
発

揮
の
面
で
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
」
と
明
記
。
一

方
、
傾
斜
地
が
多
く
、
生
産

性
の
向
上
が
平
地
に
比
べ
て

難
し
い
こ
と
な
ど
、
不
利
な

営
農
条
件
下
に
あ
る
こ
と
を

指
摘
。
そ
の
た
め
、
農
業
生

産
基
盤
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
１９
年
１２
月
策
定
）に
よ
り
、

中
山
間
地
域
の
基
盤
整
備
と

活
性
化
を
推
進
す
る
。
２４
年

ま
で
に
、
所
得
向
上
に
資
す

る
な
ど
地
域
資
源
を
活
用
し

た
取
り
組
み
な
ど
を
行
う
地

区
を
２
５
０
地
区
創
出
す
る

と
し
て
い
る
。

第
４
章
に
は
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
」

も
記
載
。
「
農
林
水
産
業
・

食
品
産
業
は
、
牛
肉
、
果
物

等
の
価
格
低
迷
な
ど
深
刻
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
」
と

し
て
、
資
金
繰
り
支
援
な
ど

政
府
の
緊
急
対
策
等
を
説
明

し
て
い
る
。

梅
雨
前
線
に
よ
る
記
録
的

な
豪
雨
（
令
和
２
年
７
月
豪

雨
）
は
、
九
州
や
中
部
地
方

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
最
も
被
害
の
大
き
い
の

は
、
熊
本
県
南
部
の
人
吉
市

と
球
磨
郡
の
町
村
。
球
磨
川

の
氾
濫
で
、
広
い
範
囲
の
浸

水
や
土
砂
災
害
に
よ
り
多
数

の
犠
牲
者
が
確
認
さ
れ
た
。

開
拓
組
織
も
被
害
を
被
っ

た
。
７
月
４
日
、
人
吉
市
の

隣
町
、
球
磨
郡
錦
町
の
全
開

連
人
吉
食
肉
セ
ン
タ
ー
・
ゼ

ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
は
、
約
５

㍍
に
及
ぶ
甚
大
な
浸
水
被
害

（
冠
水
）
を
受
け
た
。
全
開

連
西
日
本
支
所
・
食
肉
営
業

部
の
事
務
所
も
床
上
約
１
・

５
㍍
ま
で
浸
水
し
た
。
幸
い

に
し
て
、
職
員
・
従
業
員
に

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
福
岡
、
佐
賀
、
大

分
、
鹿
児
島
の
開
拓
地
に
お

い
て
も
、
畜
舎
へ
の
土
砂
の

流
入
な
ど
の
被
害
が
出
た
。

梅
雨
前
線
が
過
去
に
な
い

ほ
ど
長
期
間
に
わ
た
っ
て
停

滞
し
、
豪
雨
が
列
島
各
地
を

襲
っ
た
。
農
水
省
が
農
林
水

産
関
係
の
被
害
状
況
を
調
査

中
だ
が
、
既
に
農
作
物
・
畜

産
物
、
施
設
等
の
大
き
な
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

農
水
省
は
６
月
２６
日
、
１９

年
度
の
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
の
状
況
や
農
地
中
間
管
理

機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）
の
活

動
実
績
な
ど
を
公
表
し
た
。

２０
年
３
月
末
時
点
の
集
積
面

積
は
２
５
０
万
８
５
６
０
㌶

で
、
全
耕
地
面
積
（
４
３
９

万
７
千
㌶
）
に
占
め
る
集
積

率
は
５７
・
１
㌫
と
な
っ
た
。

政
府
は
２３
年
度
ま
で
に
、
全

農
地
面
積
の
８
割
が
担
い
手

に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
農
業

構
造
の
確
立
を
目
指
し
て
い

る
。
目
標
と
の
差
が
依
然
と

し
て
大
き
く
、
集
積
・
集
約

化
の
加
速
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

１９
年
度
の
集
積
面
積
（
機

構
以
外
に
よ
る
も
の
を
含

む
）
は
２
万
２
８
５
３
㌶
増

え
た
が
、
前
年
度
実
績
の
３

万
１
３
０
４
㌶
を
下
回
っ

た
。
集
積
率
の
伸
び
は
０
・

９
㌽
に
と
ど
ま
り
、
１７
年
度

か
ら
伸
び
幅
が
鈍
化
傾
向
と

な
っ
て
い
る
（
図
）
。

集
積
面
積
の
う
ち
、
機
構

の
新
規
集
積
面
積
は
６７
・
７

％
に
当
た
る
１
万
５
４
８
０

㌶
だ
っ
た
。
こ
の
面
積
も
前

年
度
実
績
の
１
万
６
３
６
４

㌶
を
下
回
っ
た
。

機
構
（
１４
年
に
創
設
）
の

累
積
の
取
扱
い
実
績
（
転
貸

面
積
）
は
２５
万
３
８
７
２
㌶

と
な
り
、
３
万
１
７
２
１
㌶

増
え
た
が
、
１７
年
度
ま
で
の

４
万
㌶
以
上
の
増
加
幅
に
比

べ
る
と
、
停
滞
し
て
い
る
。

農
地
集
積
・
集
約
化
に
向

け
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
地

域
農
業
の
将
来
の
設
計
図
）

の
実
質
化
の
取
り
組
み
状
況

は
、
既
に
実
質
化
さ
れ
て
い

る
地
区
が
１
万
８
８
２
６
地

区
、
工
程
表
を
作
成
し
て
実

質
化
に
取
り
組
む
地
区
が
４

万
８
７
９
０
地
区
と
な
っ

た
。同
省
は
、
今
年
度
に
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
話

し
合
い
に
よ
り
集
中
的
に
推

進
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
の

集
積
・
集
約
化
の
具
体
化
を

順
次
進
め
る
と
し
て
い
る
。

政
府
は
６
月
２６
日
、
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
本
部
」
の
会
合
を
開
き
、

今
後
の
農
林
水
産
政
策
の
展

開
方
向
と
し
て
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
な
ど
の
方
針
を

示
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大

を
踏
ま
え
、
国
民
へ
の
食
料

の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
ロ
シ
ア

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
が
小
麦

等
の
輸
出
制
限
を
実
施
。
日

本
で
は
食
料
供
給

に
大
き
な
問
題
は

発
生
し
て
い
な
い

が
、
海
外
の
リ
ス

ク
を
踏
ま
え
、
食

料
安
全
保
障
の
強

化
を
図
り
、
国
民

へ
の
食
料
の
安
定

供
給
に
万
全
を
期

す
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

政
策
の
展
開
方

向
は
、
「
我
が
国

の
食
料
安
全
保
障

の
強
化
」
と
「
農

林
水
産
政
策
改
革

の
着
実
な
推
進
」
の
二
本
立

て
。食

料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
て
検
討
が
必
要
な
対
応

と
し
て
、
①
国
内
生
産
基
盤

の
強
化
②
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
化
③
輸
入
食

料
の
安
定
的
確
保
④
国
内
で

の
技
術
基
盤
の
確
保
⑤
国
民

理
解
の
醸
成
―
を
挙
げ
て
い

る
。
①
で
は
、
加
工
食
品
や

外
食
・
中
食
向
け
原
料
の
国

産
へ
の
切
り
替
え
や
国
産
麦

・
大
豆
の
増
産
、
④
で
は
、

ス
マ
ー
ト
技
術
の
開
発
・
現

場
実
装
や
農
業
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
育
成
な
ど
を
挙
げ
た
。

⑤
で
は
、
食
料
安
全
保
障
や

農
林
水
産
業
の
役
割
へ
の
理

解
を
促
す
国
民
運
動
を
展
開

す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
林
水
産
業
は
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
の
よ
う
な
需
要
の
急

変
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難

と
指
摘
。
い
ま
生
産
を
止
め

る
と
、
将
来
的
な
食
料
供
給

に
支
障
が
出
る
可
能
性
が
あ

り
、
生
産
を
継
続

す
る
た
め
の
施
策

を
講
じ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
し

て
い
る
。

農
林
水
産
政
策

改
革
の
着
実
な
推

進
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
改
革

を
引
き
続
き
前
進

さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
し
た
上

で
、
新
た
な
政
策

課
題
へ
の
対
応
を

示
し
た
。

課
題
の
う
ち

「
生
産
・
流
通
コ
ス
ト
の
一

層
の
低
減
」
で
は
、
畜
産
業

の
成
長
産
業
化
に
向
け
、
一

定
の
安
全
性
を
前
提
に
建
築

基
準
法
の
適
用
対
象
外
と
な

る
畜
舎
等
の
建
築
を
可
能
と

す
る
特
別
法
を
整
備
す
る
。

「
新
た
な
農
村
政
策
の
展
開
」

で
は
、
農
村
の
人
口
減
少
に

対
応
し
、
飼
料
生
産
な
ど
の

多
様
な
土
地
利
用
、
農
村
活

性
化
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
し
て
い

る
。

１９年度白書１９年度白書
女
性
農
業
者
の
活
躍
を
特
集

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
を

政府、食料安全保障強化へ
コロナ
対 応農業技術基盤を確保

農
地
集
積
前
年
割
れ

伸
び
率
鈍
化
、１９
年
度
末
で
５７
％

・「食料・農業 知っておきたい話」-８７- （２面）
・畜舎等の建築基準緩和へ （３面）
・１９年度「食品表示」消費者意向調査 （４面）
・野菜の夏季高温対策 （５面）
・堆肥舎等長寿命化マニュアルから （６面）
・２０年畜産統計 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

豪
雨
で
浸
水
被
害

九
州
の
開
拓
組
織
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２
０
１
７
年
に
「
畜
産
経

営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
」

（
畜
安
法
）
を
改
定
し
て
、

生
乳
流
通
自
由
化
の
期
待
の

星
と
規
制
改
革
推
進
会
議
が

も
て
は
や
し
た
会
社
が
昨
年

１１
月
末
ご
ろ
か
ら
一
部
酪
農

家
か
ら
の
集
乳
を
停
止
し
た

と
、
今
年
３
月
に
報
道
さ
れ

た
。同

社
は
昨
年
１１
月
以
降
、

生
乳
の
品
質
異
常
な
ど
を
理

由
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
と
十

勝
管
内
の
酪
農
家
計
９
戸
の

生
乳
集
荷
を
停
止
し
、
生
乳

は
廃
棄
さ
れ
た
。
生
乳
を
廃

棄
し
た
９
戸
の
う
ち
３
戸
は

同
社
に
出
荷
を
続
け
、
残
り

は
ホ
ク
レ
ン
に
出
荷
先
を
切

り
替
え
る
な
ど
し
た
。

４
月
１４
日
の
記
者
会
見
で

農
水
大
臣
は
「
混
乱
が
起
き

た
こ
と
は
非
常
に
遺
憾
」
、

「
受
け
入
れ
拒
否
や
廃
乳
を

し
た
こ
と
が
客
観
的
に
見
て

正
し
い
判
断
だ
っ
た
か
は
さ

ら
な
る
聞
き
取
り
が
必
要
」

と
述
べ
た
が
、農
水
省
は「
生

乳
廃
棄
に
つ
い
て
は
当
事
者

間
の
契
約
に
関
わ
る
問
題
で

あ
り
、
法
令
違
反
に
は
当
た

ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

酪
農
家
の
乳
質
問
題
が
発

端
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ

だ
け
で
幕
引
き
で
き
る
の

か
、
十
分
な
検
証
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
「
酪
農
家
が

販
路
を
自
由
に
選
べ
る
公
平

な
事
業
環
境
に
変
え
る
」
と

政
権
は
畜
安
法
改
定
の
意
義

を
強
調
し
た
が
、
単
に
自
由

に
す
れ
ば
社
会
的
利
益
が
増

や
せ
る
と
い
う
の
は
机
上
の

空
論
に
近
い
こ
と
は
様
々
な

業
界
で
何
度
も
経
験
し
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。

公
益
性
の
高
い

生
乳
流
通

特
に
、
腐
敗
し
や
す
い
生

乳
が
小
さ
な
単
位
で
集
乳
・

販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
は
、

極
め
て
非
効
率
で
、
酪
農
家

も
流
通
も
メ
ー
カ
ー
も
小
売

も
混
乱
し
、
消
費
者
に
安
全

な
牛
乳
・
乳
製
品
を
必
要
な

と
き
に
必
要
な
量
だ
け
供
給

す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。

つ
ま
り
、
需
給
調
整
が
で
き

な
く
な
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ま
と
ま
っ

た
集
送
乳
・
販
売
が
で
き
る

よ
う
な
農
協
に
よ
る
共
同
出

荷
シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
生
乳
流
通

が
確
保
で
き
る
よ
う
に
政
策

的
に
も
後
押
し
す
る
施
策
体

系
が
採
ら
れ
て
い
る
の
は
、

世
界
的
に
も
多
く
の
国
に
共

通
し
て
い
る
。

象
徴
的
な
の
は
、
「
生
乳

の
腐
敗
性
と
消
費
者
へ
の
秩

序
あ
る
販
売
の
必
要
性
か

ら
、
米
国
政
府
は
酪
農
を
、

ほ
と
ん
ど
電
気
や
ガ
ス
の
よ

う
な
公
益
事
業
と
し
て
扱
っ

て
き
て
お
り
、
外
国
に
よ
っ

て
そ
の
秩
序
が
崩
さ
れ
る
の

を
望
ま
な
い
」
（
フ
ロ
リ
ダ

大
学
キ
ル
マ
ー
教
授
）
と
い

う
言
葉
で
あ
る
。

し
か
も
、
欧
州
で
は
生
乳

共
販
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
き
に
、
日
本
は
そ
れ
に

逆
行
し
て
、
共
販
を
弱
体
化

し
、
共
同
出
荷
の
流
通
に
乗

ら
な
い
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を

施
策
（
補
給
金
交
付
）
対
象

に
「
格
上
げ
」
し
て
、
多
様

な
流
通
を
促
し
た
。
そ
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
会
社
が
、
生

乳
を
販
売
し
き
れ
な
く
な
っ

た
。

乳
質
問
題
で
幕

引
き
で
き
る
か

同
社
は
、
加
工
向
け
よ
り

価
格
の
高
い
飲
用
で
売
る
と

し
て
、
酪
農
協
に
出
荷
し
て

い
た
酪
農
家
を
取
り
込
ん
で

集
乳
量
を
増
や
し
て
い
っ
た

が
、
需
給
が
緩
め
ば
飲
用
で

処
理
し
き
れ
な
く
な
っ
て
買

え
な
く
な
る
懸
念
は
想
定
で

き
た
。
需
給
調
整
機
能
を
持

た
な
い
組
織
が
取
扱
量
を
増

や
せ
ば
、
需
給
調
整
を
混
乱

さ
せ
て
酪
農
家
を
苦
し
め

る
。

酪
農
家
の
乳
質
問
題
が
あ

っ
た
の
は
事
実
と
し
て
、
そ

れ
だ
け
で
片
付
け
ら
れ
な
い

本
質
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。需

給
調
整
機
能
を
発
揮

し
、
酪
農
家
と
の
契
約
を
守

る
の
が
認
定
の
要
件
だ
か

ら
、
今
回
の
件
に
よ
っ
て
、

当
該
組
織
は
要
件
を
満
た
せ

な
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

法
改
定
に
あ
た
り
、
需
給
調

整
に
責
任
を
持
つ
よ
う
「
用

途
別
販
売
計
画
に
基
づ
き
監

視
す
る
」
こ
と
で
、
補
給
金

対
象
に
な
る
要
件
を
確
認
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

規
制
改
革
推
進

会
議
は
原
因
を

検
証
す
べ
き

こ
う
し
た
組
織
は
、
農
協

が
需
給
調
整
を
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し

て
、
ニ
ッ
チ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を

す
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
だ
か

ら
価
値
が
あ
る
。
会
社
側
も

「
規
制
改
革
推
進
会
議
に
乗

っ
か
っ
た
が
、
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
が
足
り
な
い
」
と
漏
ら
し

て
い
た
と
い
う
。

農
協
に
よ
る
生
乳
流
通
に

も
改
善
す
べ
き
点
、
酪
農
家

の
要
望
に
応
え
き
れ
て
い
な

い
点
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら

に
応
え
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

が
い
て
く
れ
て
「
共
存
」
が

成
り
立
つ
。
そ
れ
を
無
理
や

り
、協
同
組
合
と
同
列
に「
格

上
げ
」
す
る
た
め
に
、
法
改

定
ま
で
し
て
需
給
調
整
機
能

を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
時

に
、
酪
農
協
を
解
体
し
た
英

国
で
は
、
酪
農
家
が
分
断
さ

れ
、生
乳
は
買
い
た
た
か
れ
、

乳
価
が
暴
落
し
、
酪
農
家
の

暴
動
ま
で
起
き
た
。
我
が
国

の
東
日
本
大
震
災
後
の
水
産

特
区
で
も
、
漁
協
以
外
に
も

権
利
を
付
与
す
れ
ば
う
ま
く

い
く
と
し
て
事
業
を
開
始
し

た
会
社
は
地
域
の
出
荷
ル
ー

ル
を
守
ら
ず
、
ブ
ラ
ン
ド
を

壊
し
、
自
身
も
大
赤
字
に
陥

っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
と
経

験
に
学
ば
ず
、
農
協
共
販
か

ら
抜
け
れ
ば
農
業
所
得
が
増

え
る
と
言
っ
て
、
畜
安
法
を

「
改
正
」
し
て
、
こ
の
よ
う

な
事
態
を
招
い
た
責
任
の
所

在
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。

畜
安
法
の
再
見

直
し
の
必
要
性

そ
も
そ
も
、
「
二
股
出
荷

を
拒
否
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
趣
旨
を
規
定
し
て
い

る
国
は
世
界
に
な
い
。
ま
と

ま
っ
た
集
送
乳
・
販
売
が
不

可
欠
な
生
乳
に
つ
い
て
は
、

Ｅ
Ｕ
で
も
、
一
般
的
に
は
、

酪
農
協
の
組
合
員
が
二
股
出

荷
を
す
る
こ
と
は
な
く
、
内

規
な
ど
で
全
量
出
荷
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
協
同
組
合
は

組
合
員
の
総
意
の
も
と
で
定

款
・
内
規
を
作
成
し
て
お
り
、

そ
れ
は
独
占
禁
止
法
の
適
用

除
外
の
権
利
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
農
協
が
決

定
す
れ
ば
、
そ
れ
に
横
や
り

は
入
れ
ら
れ
な
い
。

日
本
で
も
農
協
に
対
す
る

独
禁
法
の
適
用
除
外
の
原
則

は
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
す
で
に
、
専
属
利
用

契
約
（
組
合
員
が
生
産
物
を

農
協
を
通
じ
て
販
売
す
る
義

務
な
ど
）
は
先
の
農
協
法
改

正
で
削
除
さ
れ
、
加
え
て
事

業
の
利
用
義
務
を
課
し
て
は

な
ら
な
い
と
新
た
な
規
定
を

設
け
た
の
で
、
少
な
く
と
も

定
款
で
全
量
出
荷
義
務
を
課

す
こ
と
は
で
き
な
い
（
定
款

変
更
の
認
可
は
下
り
な
い
）

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
股
出
荷
は
一

定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
こ
と
を
生
産
局
長
通

知
な
ど
で
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
基

本
的
に
は
二
股
出
荷
は
自
由

で
あ
る
と
い
う
の
が
改
定
畜

安
法
の
ス
タ
ン
ス
と
思
わ
れ

る
。こ

の
よ
う
な
流
れ
は
独
禁

法
の
適
用
除
外
の
権
利
と
矛

盾
し
て
い
な
い
か
、
精
査
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し

た
点
も
踏
ま
え
、
畜
安
法
の

改
定
が
も
た
ら
し
た
こ
と
に

つ
い
て
率
直
に
検
証
し
て
も

ら
い
た
い
。

米
国
農
務
省
は
６
月
１１

日
、
２
０
２
０
／
２１
年
度
２

回
目
の
世
界
及
び
主
要
国
の

穀
物
・
大
豆
に
関
す
る
需
給

見
通
し
を
発
表
し
た
。
世
界

の
穀
物
全
体
（
小
麦
、
粗
粒

穀
物
、
米
）
及
び
大
豆
の
生

産
量
は
、
と
も
に
消
費
量
を

上
回
る
と
予
測
。
た
だ
し
、

大
豆
の
期
末
在
庫
量
は
前
年

度
よ
り
減
少
す
る
と
見
通
し

て
い
る
。

品
目
・
地
域
に
よ
っ
て
年

度
の
と
り
方
は
異
な
り
、
例

え
ば
、主
産
国
の
米
国
で
は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
は
９

〜
８
月
、
小
麦
は
６
〜
５
月

と
な
っ
て
い
る
。
１９
／
２０
年

度
の
世
界
の
生
産

量
は
、
穀
物
全
体

で
増
産
、
大
豆
は

減
産
の
見
込
み
。

２０
／
２１
年
度
の
主

な
品
目
の
需
給
見

通
し
は
次
の
と
お

り
。穀

物
全
体

世
界
の
穀
物
全

体
の
生
産
量
は
２７

億
６
０
１
３
万
㌧

（
前
年
度
比
３
・
６
％
増
）、

消
費
量
は
２７
億
８
４
２
万
㌧

（
２
・
３
％
増
）
で
、
期
末

在
庫
量
は
８
億
７
２
５
３
万

㌧
（
６
・
３
％
増
）
、
期
末

在
庫
率
（
総
消
費
量
に
対
す

る
期
末
在
庫
量
）
は
３２
・
２

％
（
１
・
２
㌽
増
）
と
予
測

し
て
い
る
。

主
品
目
の
う
ち
、
世
界
の

小
麦
生
産
量
は
、
Ｅ
Ｕ
（
欧

州
連
合
）
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

減
少
す
る
一
方
、
２
年
間
干

ば
つ
が
続
い
た
豪
州
で
回
復

す
る
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
ド

で
も
増
産
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
等
か
ら
、
史
上
最
高
と
な

る
見
通
し
。
世
界
の
生
産
量

は
消
費
量
を
上
回
り
、
期
末

在
庫
量
は
前
年
度
よ
り
増
加

す
る
と
予
測
。

世
界
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生

産
量
は
、
米
国
で
収
穫
面
積

の
増
加
に
よ
り
初
め
て
４
万

㌧
を
上
回
る
こ
と
等
か
ら
、

史
上
最
高
と
な
る
見
通
し
。

消
費
量
は
、
米
国
で
前
年
度

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
る
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
向
け
及
び
飼
料
需

要
の
減
少
か
ら
回
復
す
る
こ

と
等
か
ら
、
前
年
度
よ
り
増

加
す
る
見
通
し
。
世
界
の
生

産
量
は
消
費
量
を
上
回
り
、

期
末
在
庫
量
は
前
年
度
よ
り

増
加
す
る
と
予
測
。

大
豆

世
界
の
生
産
量
は
、米
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

な
ど
で
増
産
と
な
る
こ
と
等

か
ら
、史
上
最
高
の
見
通
し
。

消
費
量
は
、
中
国
な
ど
で
飼

料
需
要
が
回
復
す
る
こ
と
か

ら
、
前
年
度
よ
り
増
加
す
る

見
通
し
。
期
末
在
庫
量
は
、

前
年
度
よ
り
さ
ら
に
減
少
す

る
と
予
測
し
て
い
る
。

中
央
酪
農
会
議
が
６
月
１６

日
に
発
表
し
た
２０
年
５
月
分

の
用
途
別
販
売
実
績
に
よ
る

と
、
全
国
の
指
定
生
乳
生
産

者
団
体
（
指
定
団
体
）
の
総

受
託
乳
量
は
、
前
年
同
月
比

１
・
８
％
増
の
６２
万
４
７
９

７
㌧
と
な
り
、
７
ヵ
月
連
続

で
前
年
を
上
回
っ
た
。
乳
用

牛
頭
数
が
増
え
て
い
る
北
海

道
は
引
き
続
き
好
調
が
継
続

し
た
。
生
産
量
の
減
少
が
続

い
て
い
た
都
府
県
も
、
う
る

う
年
の
２
月
を
除
く
と
１５
年

９
月
以
来
、
４
年
８
ヵ
月
ぶ

り
に
前
年
を
超
え
た
。

総
受
託
乳
量
の
内
訳
は
、

北
海
道
が
前
年
同
月
比
２
・

５
％
増
の
３４
万
８
２
４
４

㌧
、
都
府
県
が
０
・
８
％
増

の
２７
万
６
５
５
３
㌧
。
４
月

か
ら
の
累
計
は
、
北
海
道
が

２
・
９
％
増
、
都
府
県
は
０

・
３
％
増
、
全
国
合
計
で
１

・
８
％
増
と
な
っ
た
。

都
府
県
の
８
指
定
団
体
別

に
み
る
と
、
中
国
が
８
・
３

％
増
、
東
北
が
１
・
８
％
増

な
ど
５
団
体
で
前
年
を
上
回

っ
た
。
都
府
県
で
最
大
の
生

産
量
の
関
東
は
０
・
３
％
減

だ
が
、
減
少
幅
は
４
月
（
０

・
９
％
減
）よ
り
縮
小
し
た
。

用
途
別
販
売
量
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
休
校
に
伴
う
学

校
給
食
用
牛
乳
の
休
止
や
業

務
用
の
消
費
低
迷
に
よ
り
、

飲
用
牛
乳
等
向
け
は
５
・
９

％
減
、
液
状
乳
製
品
向
け
は

６
・
４
％
減
と
そ
れ
ぞ
れ
４

月
に
続
い
て
減
っ
た
。

一
方
、
は
っ
酵
乳
は
健
康

志
向
の
高
ま
り
で
４
・
８
％

増
え
た
。
保
存
性
の
高
い
脱

脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向
け
は

１８
・
８
％
増
、
チ
ー
ズ
向
け

は
１３
・
９
％
増
と
大
き
く
前

年
を
上
回
っ
た
。

６
月
か
ら
は
学
校
給
食
が

再
開
さ
れ
た
。
今
後
、
飲
用

向
け
の
需
要
が
高
ま
る
一

方
、
暑
熱
で
生
乳
生
産
量
が

落
ち
込
む
時
期
に
入
る
た

め
、
生
乳
が
不
足
す
る
可
能

性
も
あ
る
。

世界の穀物・大豆需給見通し 米国農務省
大豆

３億６２８５万 t
（８．２％増）

３億６１７４万 t
（３．８％増）

９６３４万 t
（２．９％減）

２６．６％
（１．８㌽減）

（ ）内は前年度比

トウモロコシ

１１億８８４８万 t
（６．７％増）

１１億６３５１万 t
（３．８％増）

３億３７８７万 t
（８．０％増）

２９．０％
（１．１㌽増）

小麦

７億７３４３万 t
（１．２％増）

７億５３１９万 t
（０．６％増）

３億１６０９万 t
（６．８％増）

４２．０％
（２．４㌽増）

生産量

消費量

期 末
在 庫

在庫率

食
料
・
農
業
知
っ
て
お
き
た
い
話
第
８７
回

穀
物
の
在
庫
増
加
、大
豆
は
減
少
へ

集
乳
停
止
事
件
を
ど
う
捉
え
る
か

２０
／
２１
年
度
世
界
の
需
給
見
通
し

〜
規
制
改
革
失
敗
の
本
質
を
見
極
め
る
〜

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏

５月販売実績

都
府
県
生
乳
が
４
年
８
ヵ
月
ぶ
り
前
年
超

全
国
の
総
受
託
量
は
７
ヵ
月
連
続
増
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代
表
理
事
会
長
に

八
代
正
幸
氏
選
任

静
岡
県
開
連

石
原
文
義
氏
を

組
合
長
に
選
任

香
取
開
拓
農
協

農
水
省
は
、
畜
舎
等
を
建

築
基
準
法
の
適
用
の
対
象
か

ら
除
外
す
る
特
別
法
案
を
２１

年
６
月
ま
で
に
ま
と
め
る
。

昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た「
規
制
改
革
実
施
計
画
」

で
は
、
「
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
畜
舎
等
を
建
築
基

準
法
の
適
用
の
対
象
か
ら
除

外
す
る
特
別
法
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
結
論
を
得
る
」

と
さ
れ
た
。
政
府
が
５
月
２６

日
に
開
い
た
規
制
改
革
推
進

会
議
農
林
水
産
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
、
農
水
省
が
進

捗
状
況
等
を
説
明
し
た
。

同
省
が
今
年
２
月
に
立
ち

上
げ
た
「
新
た
な
畜
舎
建
築

基
準
等
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」
は
、
建
築
・

経
営
コ
ス
ト
削
減
に
向
け

て
、
５
月
に
「
中
間
と
り
ま

と
め
」
を
実
施
。
同
省
は
中

間
と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、

法
律
案
の
整
備
を
目
指
し
て

い
る
。

新
制
度
は
、
一
定
の
安
全

性
を
確
保
し
た
上
で
、
建
築

基
準
法
の
特
例
と
し
て
措
置

す
る
。
二
つ
の
建
築
基
準
を

設
定
し
、
畜
舎
等
の
新
築
・

増
改
築
の
際
に
畜
産
農
家
等

が
選
択
で
き
る
仕
組
み
と
す

る
。【

対
象
】
平
屋
の
畜
舎
及

び
そ
の
関
連
施
設（
堆
肥
舎
、

搾
乳
施
設
）
で
、
特
別
法
施

行
後
に
建
築
士
の
設
計
に
基

づ
き
建
築
さ
れ
る
も
の
。
市

街
化
区
域
と
用
途
地
域
な
ど

を
除
い
た
区
域
に
建
築
す
る

こ
と
を
条
件
と
す
る
。

【
基
準
】
Ａ
、
Ｂ
二
つ
の

基
準
を
設
け
る
。
畜
産
農
家

等
は
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き

る
。
Ａ
は
、
安
全
性
の
ソ
フ

ト
基
準（
滞
在
密
度
の
規
制
、

避
難
路
の
確
保
等
の
簡
易
な

基
準
）
と
現
行
の
建
築
基
準

法
に
準
じ
た
ハ
ー
ド
基
準
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
現
行

の
建
築
基
準
と
同
等
の
安
全

性
を
確
保
す
る
。

Ｂ
は
、
Ａ
よ
り
厳
し
い
安

全
性
の
ソ
フ
ト
基
準
（
作
業

効
率
化
に
よ
る
畜
舎
内
滞
在

時
間
の
削
減
な
ど
を
十
分
加

味
し
た
滞
在
密
度
の
規
制
、

避
難
手
順
の
明
確
化
な
ど
確

実
な
避
難
路
の
確
保
等
）
と

現
行
よ
り
も
緩
和
さ
れ
た
ハ

ー
ド
基
準
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
。
畜
舎
に
必
要
な
最
低

限
の
安
全
性
を
確
保
す
る
。

【
手
続
き
】
畜
舎
の
利
用

に
関
す
る
計
画
及
び
設
計
に

関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
内

容
が
そ
れ
ぞ
れ
ソ
フ
ト
基
準

及
び
ハ
ー
ド
基
準
を
満
た
し

て
い
る
か
、
行
政
が
確
認
す

る
。ハ

ー
ド
基
準
の
確
認
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
基

準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
は

除
外
す
る
な
ど
簡
素
化
を
行

う
。
現
行
で
は
、
木
造
５
０

０
平
方
㍍
以
上
、
そ
の
他
２

０
０
平
方
㍍
以
上
の
建
物
は

建
築
確
認
の
手
続
き
が
必
要

だ
が
、
確
認
が
不
要
と
な
る

面
積
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

方
針
を
示
し
て
い
る
。

◇

規
制
改
革
推
進
会
議
は
７

月
２
日
、
規
制
改
革
推
進
に

関
す
る
答
申
を
と
り
ま
と
め

た
。
農
林
水
産
分
野
の
う
ち

農
業
関
係
は
、
①
若
者
の
農

業
参
入
等
に
関
す
る
課
題
②

農
業
者
の
成
長
段
階
に
応
じ

た
資
金
調
達
の
円
滑
化
③
農

業
用
施
設
の
建
築
に
係
る
規

制
の
見
直
し
④
ス
マ
ー
ト
農

業
の
普
及
促
進
⑤
農
協
改
革

の
着
実
な
推
進
⑥
農
産
物
検

査
規
格
の
見
直
し
⑦
畜
舎
に

関
す
る
規
制
の
見
直
し
―
の

７
項
目
。

⑦
に
つ
い
て
は
、
「
農
水

省
は
国
土
交
通
省
と
連
携
し

て
、
中
間
と
り
ま
と
め
の
内

容
を
実
現
す
る
た
め
、
所
要

の
法
律
案
を
整
備
す
る
」（
２１

年
上
期
措
置
）と
し
て
い
る
。

法
律
案
の
整
備
に
当
た
っ
て

の
留
意
事
項
と
し
て
、
建
築

・
経
営
コ
ス
ト
の
実
質
的
な

削
減
に
つ
い
て
試
算
を
行

い
、
国
際
競
争
力
の
強
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
や
、
畜
産
農
家
の

意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

農
水
省
は
７
月
１０
日
、
省
内

で
「
第
１
回
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
に
関
す
る
第
三
者

委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
同
制

度
は
５
年
を
一
期
と
し
て
対
策

を
実
施
し
、
今
年
度
か
ら
第
５

期
（
２０
〜
２４
年
度
）
対
策
が
始

ま
っ
た
。
同
制
度
を
め
ぐ
る
事

情
を
踏
ま
え
、
中
山
間
地
域
等

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
課
題

や
対
応
を
議
論
し
た
。

中
山
間
地
域
等
は
、
我
が
国

農
業
・
農
村
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
一
方
、

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
行
し

て
い
る
。
人
口
減
少
は
、
農
業

地
域
類
型
区
分
間
に
差
が
あ

る
。
平
地
か
ら
山
間
に
な
る
ほ

ど
顕
著
で
、
特
に
山
間
地
域
で

は
、
４５
（
令
和
２７
）
年
に
は
１５

年
か
ら
半
減
す
る
と
見
込
ま
れ

る
（
図
）
。

同
制
度
は
、
農
業
生
産
条
件

が
不
利
な
中
山
間
地
域
等
に
お

い
て
、
集
落
等
を
単
位
と
す
る

取
決
め
（
協
定
）
を
締
結
し
、

５
年
間
以
上
、
農
業
生
産
活
動

を
継
続
す
る
場
合
、
面
積
に
応

じ
て
一
定
額
を
交
付
す
る
仕
組

み
。
同
省
は
、
第
４
期
対
策
の

実
施
に
よ
り
、
約
３
・
９
万
㌶

の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
を

含
む
約
７
・
５
万
㌶
の
農
用
地

の
減
少
が
防
止
さ
れ
た
と
推
計

し
て
い
る
。

２０
年
度
予
算
は
、
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
の
２
６
１
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。
第
５
期
対
策
で

は
、
前
向
き
な
取
り
組
み
へ
の

支
援
を
強
化
す
る
。
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
４
つ
。

①
対
象
地
域
に
、
１９
年
施
行

の
棚
田
地
域
振
興
法
の
「
指
定

棚
田
地
域
」
を
追
加
。

②
体
制
整
備
単
価
を
受
給
す

る
活
動
内
容
の
要
件
を
「
集
落

戦
略
の
作
成
」
に
一
本
化
。

③
加
算
措
置
と
し
て
、
「
棚

田
地
域
振
興
活
動
加
算
」
「
集

落
機
能
強
化
加
算
」
「
生
産
性

向
上
加
算
」
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、「
集
落
協
定
広
域
加
算
」

を
拡
充
。
「
超
急
傾
斜
農
地
保

全
管
理
加
算
」
は
継
続
。

④
農
業
生
産
活
動
等
の
継
続

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
（
病

気
・
高
齢
や
自
然
災
害
な
ど
は

そ

き
ゅ
う

除
く
）
の
交
付
金
遡
及
返
還
の

対
象
を
、
「
協
定
農
用
地
全

体
」
か
ら
「
当
該
農
用
地
」
に

変
更
。

な
お
、
同
交
付
金
は
、
市
町

村
が
事
業
計
画
の
認
定
、
活
動

の
実
施
状
況
の
確
認
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

同
委
員
会
で
は
複
数
の
委
員

が
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴

う
集
落
機
能
の
低
下
、
協
定
参

加
者
の
減
少
を
懸
念
。
第
６
期

を
見
据
え
、
地
域
を
支
え
る
体

制
づ
く
り
な
ど
の
対
応
が
必
要

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

秋
田
県
南
西
部
に
位
置
す

る
由
利
本
荘
市
は
、
日
本
海

に
面
し
、
東
南
に
鳥
海
山
北

部
山
麓
ま
で
広
が
っ
て
い

る
。
０５
年
、
本
庄
市
と
由
利

郡
７
町
が
合
併
し
、
発
足
。

県
の
１０
分
の
１
を
占
め
る
広

大
な
面
積
と
な
っ
た
。
農
業

は
、
基
幹
産
業
の
稲
作
の
ほ

か
、畜
産
が
営
ま
れ
て
い
る
。

戦
後
、
計
２１
地
区
の
開
拓

地
に
海
外
引
揚
者
や
地
元
二

・
三
男
ら
が
入
植
し
、
開
墾

し
た
。
最
も
内
陸
で
、
山
形

ち
ょ
う
か
い
ま
ち

県
に
接
す
る
鳥
海
町
（
旧
・

由
利
郡
鳥
海
村
）
で
は
、
鳥

海
山
麓
の
豪
雪
地
帯
３
地
区

で
開
拓
が
行
わ
れ
た
。
４７

（
昭
和
２２
）
年
、
川

内
上
原
に
８
戸
、
翌

年
、
鶯
川
に
１１
戸
と

提
鍋
に
４
戸
が
入
植

し
た
。

こ
の
う
ち
、
川
内

上
原
（
川
内
村
開
拓

地
）
は
、
標
高
２
６
０
㍍

の
波
状
形
の
台
地
で
あ
っ

た
。
土
壌
は
鳥
海
山
火
山

泥
流
に
よ
る
埴
土
で
、
下

層
は
重
泥
で
強
酸
性
だ
っ

た
。
営
農
は
、
入
植
当
初

の
食
糧
難
か
ら
雑
穀
・
イ

モ
類
中
心
の
栽
培
が
し
ば

ら
く
続
い
た
。
５４
年
に
地
区

内
道
路
が
整
備
さ
れ
、
一
部

開
田
化
を
開
始
。
さ
ら
に
５７

年
、
村
が
酪
農
振
興
地
域
に

指
定
さ
れ
、
乳
牛
の
導
入
が

活
発
化
し
、
水
田
・
酪
農
主

体
の
営
農
に
移
行
し
た
。

同
地
区
の
採
草
地
を
背

に
、
２
基
の
石
碑
が
並
ん
で

建
っ
て
い
る
。
左
側
は
「
開

拓
記
念
碑
」
で
、
旧
・
川
内

村
開
拓
農
協
が
７６
年
に
建
立

し
た
も
の
（
写
真
上
）
。
裏

面
に
開
拓
者
８
戸
の
夫
婦
氏

名
・
年
齢
な
ど
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

右
側
は「
愛
牛
の
碑
」で
、

鳥
海
村
酪
農
協
会
が
７７
年
に

建
立
し
た
も
の（
写
真
下
）。

裏
面
に
は
開
拓
の
歩
み
と
、

一
般
の
生
産
者
も
含
め
酪
農

家
９
戸
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

碑
文
の
末
尾
に
は
、
「
幾

多
の
乳
牛
の
犠
牲
の
上
に
定

着
を
見
た
の
で
あ
り
酪
農
二

十
周
年
を
記
念
し
物
故
の
魂

を
慰
め
る
と
共
に
本
日
を
期

し
て
鳥
海
村
酪
農
記
念
日
と

し
て
永
遠
に
之
を
伝
誦
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

人
の
動
き

静
岡
県
開
拓
農
業
協
同
組

合
連
合
会
は
７
月
３
日
開
催

し
た
第
７２
回
通
常
総
会
で
役

員
改
選
を
行
い
、
総
会
後
の

理
事
会
で
新
代
表
理
事
会
長

に
八
代
正
幸
氏
を
選
任
し

た
。鳥

取
県
大
山
町
の
香
取
開

拓
農
協
は
、
６
月
２４
日
開
催

し
た
第
７３
回
通
常
総
会
で
役

員
改
選
を
行
い
、
総
会
後
の

理
事
会
で
新
代
表
理
事
組
合

長
に
石
原
文
義
氏
を
選
任
し

た
。

＊

＊

全
国
開
拓
振
興
協
会
（
西

谷
悟
郎
会
長
）
は
、
今
年
度

の
研
修
事
業
の
う
ち
、
海
外

研
修
を
取
り
止
め
る
。

９
月
中
旬
に
予
定
（
研
修

国
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
）
し

て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な

拡
大
を
考
慮
し
、
６
月
１１
日

の
理
事
会
で
実
施
を
見
送
る

と
し
た
。

す
で
に
、
各
会
員
宛
に
文

書
で
中
止
の
決
定
を
知
ら
せ

て
い
る
。
今
後
、
同
感
染
症

の
終
息
の
見
通
し
が
立
て

ば
、
来
年
度
か
ら
再
開
す

る
。

全
国
開
拓
振
興
協
会

７
月
か
ら
９
月
上
旬
に
予

定
さ
れ
て
い
る
、
開
拓
組
織

の
行
事
は
次
の
と
お
り
。

７
月

２０
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

臨
時
総
会

８
月

２５
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

９
月

１
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会全

日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

２
〜
３
日

全
開
連
決
算
監

査
・
監
事
会

畜
舎
等
の
建
築
基
準
緩
和
へ

開拓記念碑と「愛牛の碑」
秋田県由利本荘市鳥海町

２
基
準
か
ら
選
択
可
能
に

今
年
度
の
海
外

研
修
事
業
中
止

農
業
生
産
活
動
継
続
へ
議
論

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
第
三
委

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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外
食
・
中
食
に
も

義
務
付
け
し
て

ほ
し
い

「
ま
た
は
表
示
」
を

な
く
し
て
ほ
し
い

「
冠
表
示
」を
し
て
い
る
特
定

の
原
材
料
に
は
原
料
原
産
地

表
示
を
義
務
付
け
て
ほ
し
い

今後、原料原産地表示制度をどのようにしてほしいか（複数回答）

「
大
括
り
表
示
」
を

な
く
し
て
ほ
し
い

「
製
造
地
表
示
」
を

な
く
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

現
状
、
ほ
と
ん
ど
表
示

さ
れ
て
い
な
い
た
め

何
と
も
言
え
な
い

（消費者庁の資料を基に作成）
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40％

60％

80％

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の

乳
酸
菌
を
摂
る

納
豆
な
ど
の

発
酵
食
品
を
摂
る

女
性
60
代
で
高
い

女
性
60
代
で
高
い

食事面で新しく始めたこと・頻度が増えたこと

緑
茶
を
飲
む

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
・

ス
ム
ー
ジ
ー
を
飲
む

玄
米
・
雑
穀
米
を

食
べ
る

16.0％

回答者（1,093人）

性年代別

　 女性60代：50人

（㈱クロス・マーケティングの資料を基に作成）

開拓鍬とエブリたかす開拓記念館移動展の様子
消
費
者
庁
は
こ
の
ほ
ど
、

「
１９
年
度
食
品
表
示
に
関
す

る
消
費
者
意
向
調
査
」
の
報

告
書
を
公
表
し
た
。
調
査
対

象
は
全
国
の
１５
歳
以
上
の
男

女
１
万
人
で
、
消
費
者
の
食

品
表
示
制
度
に
関
す
る
理
解

度
な
ど
を
調
査
し
、
そ
の
結

果
を
分
析
し
て
制
度
の
見
直

し
に
役
立
て
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

食
品
表
示
の
内
容
や
表
示
自

体
へ
の
関
心
な
ど
、
多
く
の

項
目
で
男
女
と
も
に
７０
代
以

上
の
関
心
が
高
く
、
若
年
層

で
は
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」

「
タ
ン
パ
ク
質
」な
ど
で
関
心

が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

「
普
段
、
食
事
で
気
を
付

け
る
こ
と
」
は
、
全
体
で
は

「
特
に
気
を
付
け
る
こ
と
は

な
い
」４８
・
６
％
を
除
い
て
、

「
肥
満
・
メ
タ
ボ
」
２６
・
５

％
が
最
も
高
く
、次
い
で「
高

血
圧
」
２０
・
６
％
、
「
糖
尿

病
」
１３
・
５
％
だ
っ
た
。
性

年
代
別
に
み
る
と
、
「
肥
満

・
メ
タ
ボ
」
は
男
性
が
５０
代

で
最
も
高
く
、女
性
は
１０
代
、

５０
代
の
順
で
、
男
女
と
も
５０

代
で
関
心
が
高
い
傾
向
。「
高

血
圧
」
は
お
お
む
ね
高
年
代

ほ
ど
関
心
が
高
い
傾
向
が
み

ら
れ
、
全
世
代
・
全
項
目
の

中
で
男
女
と
も
に
７０
代
以
上

の
関
心
が
最
も
高
く
、
最
も

回
答
割
合
が
高
い
項
目
だ
っ

た
。
こ
の
ほ
か
、
「
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
」
で
は
男
女
と
も

に
１０
〜
２０
代
で
関
心
が
高
か

っ
た
。

「
『
食
品
表
示
』
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
知
っ
て
い
る

か
」
で
は
、
「
は
い
」
が
７１

・
３
％
と
過
半
数
を
占
め
た
。

性
年
代
別
で
は
、
男
女
と
も

に
７０
代
以
上
が
そ
れ
ぞ
れ
７８

・
７
％
、
８７
・
０
％
で
最
も

高
い
。

「
実
際
の
食
品
表
示
と
、

自
分
の
認
識
が
一
致
し
て
い

る
か
（
７
１
３
１
人
）
」
で

は
、
「
は
い
」
が
９４
・
５
％

を
占
め
た
。
男
女
と
も
に
１０

代
が
そ
れ
ぞ
れ
９９
・
０
％
、

９７
・
０
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

「
１５
年
４
月
か
ら
表
示
制

度
が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
る
か
（
１
万
人
）
」

で
は
、
「
は
い
」
が
２２
・
７

％
に
と
ど
ま
っ
た
。
性
年
代

別
で
は
、
男
性
が
６０
代
で
２５

・
０
％
、
７０
代
以
上
で
２４
・

５
％
、
３０
代
で
２２
・
４
％
の

順
、
女
性
は
７０
代
以
上
で
３２

・
９
％
、
６０
代
で
２７
・
０
％
、

５０
代
で
２３
・
２
％
の
順
で
そ

れ
ぞ
れ
高
く
、
男
女
と
も
に

６０
代
以
上
で
高
い
傾
向
が
み

ら
れ
た
。

「
購
入
の
際
、
原
料
産
地

名
を
ど
の
程
度
参
考
に
す
る

か
」
で
は
、
「
い
つ
も
参
考

に
し
て
い
る
」
「
と
き
ど
き

参
考
に
し
て
い
る
」
が
合
わ

せ
て
６７
・
６
％
。
性
年
代
別

で
は
、
男
性
７０
代
以
上
８１
・

０
％
、
６０
代
６８
・
８
％
、
５０

代
６０
・
３
％
の
順
、
女
性
は

７０
代
以
上
８７
・
３
％
、
６０
代

８５
・
１
％
、
５０
代
７９
・
６
％

の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
高
か
っ

た
。
男
女
と
も
年
代
が
上
が

る
ほ
ど
参
考
に
す
る
人
が
多

い
。「

必
ず
義
務
表
示
に
し
て

ほ
し
い
栄
養
成
分
名
」で
は
、

「
糖
質
」
が
４０
・
５
％
と
最

も
高
く
、
「
脂
質
」
が
４０
・

０
％
、
「
タ
ン
パ
ク
質
」
３１

・
４
％
だ
っ
た
。
性
年
代
別

で
は
、
「
タ
ン
パ
ク
質
」
は

男
女
と
も
１０
代
が
最
も
高

く
、
男
性
が
４２
・
８
％
、
女

性
が
４１
・
７
％
だ
っ
た
。

「
今
後
、
原
料
原
産
地
表

示
制
度
を
ど
の
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
か
」
で
は
、
「
何
と

も
い
え
な
い
」
を
除
い
て
、

「
表
示
義
務
の
あ
る
原
材
料

を
増
や
す
」
が
３５
・
９
％
、

「
外
食
・
中
食
に
も
義
務
付

け
」
２９
・
４
％
、
「
冠
表
示

の
原
材
料
に
は
義
務
付
け
」

１９
・
５
％
の
順
で
高
い
。
上

位
３
つ
は
、
男
女
と
も
７０
代

が
高
い
傾
向
だ
っ
た（
図
）。

※
冠
表
示
と
は
、
特
定
の

原
材
料
の
名
前
を
、
商
品
名

や
商
品
名
の
一
部
に
使
用
し

た
も
の

岐
阜
県
関
市
は
、
岐
阜
市

の
北
方
約
１６
㌖
に
位
置
し
、

刃
物
産
業
が
盛
ん
で
、
「
刃

物
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

同
市
内
の
岐
阜
県
博
物
館

に
て
６
月
２
日
〜
２８
日
、「
令

和
２
年
度
マ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
１
回
展
示

〈
た
か
す
開
拓
記
念
館
移
動

展
〉
未
来
を
夢
見
た

開
拓たか

も
の
が
た
り
―
満
州
か
ら
高

す鷲
へ
―
」
が
開
催
さ
れ
た
。

移
動
展
で
は
、
郡
上
市
高

鷲
町
の
「
た
か
す
開
拓
記
念

館
」
が
所
蔵
し
て
い
る
資
料

を
中
心
に
展
示
さ
れ
た
。
戦

後
開
拓
に
関
す
る
資
料
で

は
、
ソ
連
参
戦
に
よ
り
、
開

拓
に
取
り
組
ん
で
い
た
満
州

か
ら
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
経
緯
か
ら
説
明
さ
れ

て
い
る
。
４６
（
昭
和
２１
）
年

８
月
３０
日
に
帰
還
命
令
が
出

る
ま
で
、
物
資
の
不
足
や
病

気
な
ど
に
よ
り
多
く
の
命
が

失
わ
れ
、
結
果
的
に
、
高
鷲

地
域
か
ら
満
州
に
渡
っ
た
開

拓
者
６
４
６
人
の
う
ち
、
２

０
７
人
の
犠
牲
者
と
３０
人
以

上
の
残
留
者
を
生
ん
だ
。

高
鷲
地
域
で
は
戦
時
中
か

う
わ

の

ら
「
ひ
る
が
の
」
「
上
野
」

き
っ
た
て

「
切
立
」
地
区
で
食
糧
難
の

た
め
開
拓
が
行
わ
れ
た
が
、

本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
た
の

は
、
帰
国
者
の
入
植
後
で
あ

る
。
ひ
る
が
の
は
原
野
を
切

り
開
き
、
酪
農
が
盛
ん
に
な

っ
た
。
ま
た
、
上
野
や
切
立

は
高
冷
地
野
菜
が
採
れ
、
ダ

イ
コ
ン
の
生
産
が
盛
ん
に
な

っ
た
。

展
示
で
は
、
証
言
記
録
映

像
や
、
ひ
る
が
の
開
拓
の
開

墾
の
様
子
を
現
し
た
模
型
、

冊
子
「
り
ん
ど
う
」
が
紹
介くわ

さ
れ
た
。
こ
の
他
、
開
拓
鍬

や
エ
ブ
リ（
灰
ひ
ら
げ
）（
写

の
こ
ぎ
り

真
右
）
、
二
人
引
き
鋸
な
ど

の
開
拓
時
の
農
具
、
馬
牛
の

わ
ら
じ
・
靴
、
牛
乳
缶
運
搬

の
マ
ネ
キ
ン
と
衣
装
な
ど
が

展
示
さ
れ
た
。

当
初
の
予
定
は
４
月
４
日

〜
５
月
１０
日
だ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
が

延
期
と
な
っ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
の
脅
威
に
対
応
し

つ
つ
の
展
示
で
は
あ
っ
た

が
、
来
館
者
は
熱
心
に
展
示

資
料
を
見
学
し
た
（
写
真

左
）
。

（
写
真
提
供
：
岐
阜
県
博

物
館
）

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
１９

年
度
農
業
委
員
へ
の
女
性
の

参
画
状
況
」を
公
表
し
た
。１８

年
１０
月
の
新
体
制
移
行
完
了

か
ら
１
年
後
の
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
も
の
。
前

年
か
ら
引
き
続
き
、
女
性
農

業
委
員
が
増
加
し
て
い
る
。

全
国
の
女
性
農
業
委
員
は

２
７
８
８
人
で
、
前
年
か
ら

４１
人
増
え
た
。
全
農
業
委
員

数
（
２
万
３
１
２
５
人
）
に

占
め
る
割
合
は
１２
・
１
％（
前

年
度
比
０
・
３
㌽
増
）
と
な

っ
た
。

女
性
農
業
委
員
が
任
命
さ

れ
て
い
る
農
業
委
員
会
数
は

１
４
３
０
で
１４
増
え
、
全
体

の
８４
・
０
％（
０
・
９
㌽
増
）

だ
っ
た
。
全
国
の
農
業
委
員

会
数
は
全
体
で
１
７
０
３

で
、
前
年
か
ら
増
減
は
な
か

っ
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

女
性
の
割
合
が
高
い
の
は
、

栃
木
１９
・
６
％
（
０
・
３
㌽

増
）
、
岩
手
１８
・
６
％
（
０

・
６
㌽
減
）
、
山
口
１７
・
２

％
（
同
率
）
の
順
だ
っ
た
。

一
方
、割
合
が
低
い
の
は
、

福
島
７
・
２
％
（
同
率
）
、

北
海
道
７
・
５
％（
同
率
）、

香
川
８
・
０
％
（
１
・
１
㌽

増
）
の
順
だ
っ
た
。
岩
手
・

岐
阜
・
宮
崎
な
ど
９
県
以
外

の
都
府
県
で
女
性
農
業
委
員

が
増
加
し
て
い
る
。

農
業
委
員
の
う
ち
女
性
の

平
均
人
数
で
は
、
栃
木
３
・

０
人
、山
口
２
・
５
人
、
秋
田

２
・
４
人
の
順
で
多
か
っ
た
。

第
４
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
の
成
果
目
標
（
女
性

の
割
合
が
３０
％
）
を
達
成
し

て
い
る
農
業
委
員
会
数
は
６０

で
、
全
体
の
３
・
５
％
（
０

・
３
㌽
増
）
だ
っ
た
。
都
府

県
別
に
み
る
と
、
長
野
８
、

岩
手
・
東
京
・
高
知
５
、
愛

知
４
の
順
で
多
か
っ
た
。

㈱
ク
ロ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
は
こ
の
ほ
ど
、
「
コ
ロ

ナ
太
り
対
策
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
対
象
は
、
全
国
の
２０
〜

６９
歳
の
男
女
１
０
９
３
人
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
後
の
食
生

活
で
新
た
に
始
め
た
こ
と
で

は
、全
体
で「
ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
の
乳
酸
菌
を
摂
る
」
「
緑

茶
を
飲
む
」
が
多
か
っ
た
。

「
運
動
面
・
食
事
面
で
の

対
策
の
有
無
」
で
は
、
全
体

で
は
「
両
方
な
し
」
を
除
く

と
、
「
運
動
・
食
事
両
方
」

が
２８
・
５
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
運
動
の
み
」
１６
・

８
％
、
「
食
事
の
み
」
４
・

９
％
だ
っ
た
。

食
事
面
で
対
策
を
し
て
い

る
人
の
う
ち
、
新
し
い
こ
と

を
始
め
た
人
は
３
割
を
超
え

て
い
る
。「
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
乳
酸
菌
を
摂
る
」が
１１
・
３

％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
納

豆
な
ど
の
発
酵
食
品
を
摂

る
」
９
・
７
％
、「
緑
茶
を
飲

む
」６
・
９
％
だ
っ
た（
図
）。

年
代
別
に
傾
向
を
み
る

と
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
は
、

６０
代
が
１５
・
１
％
、
２０
代
が

１３
・
７
％
、
４０
代
が
１２
・
２

％
の
順
で
高
い
。
男
女
別
に

み
る
と
、
女
性
が
２
・
６
㌽

高
か
っ
た
。
男
性
は
６０
代
が

１４
・
１
％
、
４０
代
が
１３
・
５

％
、
２０
代
が
１２
・
３
％
の
順
、

女
性
は
６０
代
が
１８
・
０
％
、

２０
代
が
１４
・
３
％
、
３０
代
が

１２
・
２
％
の
順
で
高
い
。

緑
茶
は
、
年
代
別
で
は
、

６０
代
が
７
・
８
％
、
２０
代
が

７
・
５
％
、
４０
代
が
６
・
７

％
の
順
で
高
い
。
男
女
別
で

は
、
女
性
が
０
・
２
㌽
高
か

っ
た
。
男
性
は
５０
代
が
７
・

８
％
、
６０
代
が
７
・
７
％
、

４０
代
が
７
・
１
％
の
順
で
高

く
、
女
性
は
３０
代
が
８
・
７

％
、
２０
代
が
８
・
２
％
、
６０

代
が
８
・
０
％
の
順
だ
っ
た
。

納
豆
な
ど
の
発
酵
食
品

は
、
年
代
別
で
は
４０
代
１２
・

２
％
、
３０
代
１２
・
０
％
、
６０

代
９
・
９
％
の
順
で
高
い
。

男
女
別
で
は
女
性
が
３
・
６

㌽
高
く
、
年
代
別
で
は
、
男

性
は
４０
代
、
女
性
は
６０
代
と

３０
代
な
ど
で
高
い
傾
向
が
み

ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
・
緑
茶
は
、
男
女
と

も
６０
代
で
摂
取
を
増
や
し
た

人
が
多
い
傾
向
だ
っ
た
。

７０
代
以
上
、制
度
に
関
心
高
く

１９
年
度「
食
品
表
示
」消
費
者
意
向
調
査

女性農業委員
１２．１％に
任命委員会
も増加続く

農具など展示、開拓の歩みを振り返る農具など展示、開拓の歩みを振り返る
たかす開拓記念館移動展開催

「
乳
酸
菌
摂
る
よ
う
に
な
っ
た
」１
割
超

食
事
面
の
コ
ロ
ナ
太
り
対
策
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出荷量

（千ｔ）

収穫量

ミカンの収穫量、出荷量の推移
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梅雨明け後から本格的に暑い時期を
迎える。近年、冷涼な地域でも経験の
ない高温が記録されており、対策の重
要性が高まっている。野菜栽培におい
て、特に注意しておきたい事項を改め
て確認する。
共通
こまめな除草や側枝、弱小枝及び下
葉を除去し、風通しを良くする。育苗
箱も、コンテナやブロックでかさ上げ
し、風通しを良くする。周辺に風通し

さまた

を妨げるような資材などがある場合は
整理する。
施設栽培では、妻面や側面を開放し、

野菜の種類ごとに適した遮光資材を利
用し、温度上昇を抑える。循環扇の利
用は、空気の滞留を防ぎ温度・湿度の
均一化が図れるとともに、熱中症予防
など作業快適性の向上にもつながる。
細霧冷房は効果的だが、過度に行うと
葉が濡れて病害を助長する場合もある
ので注意する。
かん水は、立地条件や品目、生育状
態を考慮しつつ、基本的に日中を避け
て早朝か夕方に行う。施設では湿度が
高くなりやすいため、夜間や曇雨天の
日中は通風する。キャベツ、レタス、
ハクサイへのかん水は、結球初期まで

とする。果菜類では、１回の量を少な
く、回数を多くする。
果菜類は、古葉や病葉を中心に摘葉
し、徐々に新葉に切り替える。また、
着果負担軽減を目的に、不良果や奇形
果の摘果を実施する。
キャベツ
定植後の活着不良、土壌水分不足に
よる小玉化が起きやすい。定植前の根
鉢に十分かん水してから定植する。晴
天日が続く場合は夕方の定植とし、翌
日に「しおれ」が激しければ動力噴霧
器などでかん水する。
ホウレンソウ
冷涼な気候を好み、高温により発芽
不良や萎ちょう病などを起こしやすく
なる。播種は夕方の涼しい時間帯に行
い、十分にかん水する。遮光資材を展
張し、葉温及び地温を低下させるよう
努める。

トマト
着果・着色不良、日焼け、尻腐れ、
葉先枯れ（チップバーン）が発生しや
すくなる。果実へ直接日光が当たらな
いように遮光する。尻腐れや葉先枯れ
はカルシウム欠乏が原因で、必要に応
じてカルシウム剤の葉面散布を行う。
イチゴ
施設野菜の中では、比較的冷涼な気
候を好み、高温乾燥の影響を受けやす
い。夏季に育苗期を迎える場合、資材
が熱を帯び生育が抑制される。換気や
遮光資材によって、葉面温度上昇を抑
える。
高温が続くと、炭そ病が発生しやす
い。また、前年に同病が多発したほ場
では、多かん水の影響により発病が助
長される。朝夕の涼しい時間の薬剤散
布及び別系統薬剤のローテーション散
布を行う。

農水省はこのほど、「２０年度冬春野
菜需給ガイドライン」を公表した。需
要に即した生産を図るために、毎年、
次期作の需要量や供給量のガイドライ
ンを指標として示している。
直近の需給動向等を踏まえ、概ね今
年１０月～２２年３月までに出荷される１９
品目について推計したもの。それによ

ると、「春夏ニンジン」の需要量が特
に増加するとみられている。一方、「タ
マネギ」は全国的に需要量が８％程度
低下するとされ、供給量や作付面積も
少なくなると見込まれている。
前年産実績と比べて需要量が増加す
ると見込まれている品目は、「春夏ニ
ンジン」が８．１％増でトップ。次いで、

「春キャベツ」が４．３％増、「冬キャベ
ツ」が３．２％増と続いた。
一方、減少するとみられる品目は「北
海道産タマネギ」が９．３％減と著しい。
同様に、「都府県産タマネギ」が６．６％
減、「バレイショ」が５．８％減などとな
っている。
輸入動向を考慮した国内産供給量

（収穫量）が増加する品目は、「ホウ
レンソウ」が４．２％増でトップ。次いで、
「春キャベツ」と「春夏ニンジン」が
４．０％増と続いた。減少する品目では、
「北海道産タマネギ」が１４．４％減、「都

府県産タマネギ」が１２．５％減、「冬春
ミニトマト」が４．２％減などとなってい
る。
作付面積の指標で増加の大きい品目
は、「ホウレンソウ」が７００ha（３．４％）
増でトップ。次いで、「春夏ニンジン」
が２１０ha（５．１％）増、「冬キャベツ」
と「秋冬ハクサイ」が２００ha（各１．３％、
１．６％）増と続いた。減少では、「北海
道産タマネギ」が１８００ha（１２．３％）減
と著しい。その他、「都府県産タマネ
ギ」と「バレイショ」で２００ha（各１．８％、
０．３％）減などとなっている。農水省はこのほど、「１９年産ミカン

及びリンゴの結果樹面積、収穫量及び
出荷量」を公表した。
ミカンの収穫量は、前回の裏年であ
る１７年産と比べて、収穫量が５４００ｔ
（１％）増の７４万６７００ｔ、出荷量は７１００
ｔ（１％）増の６６万８４００ｔとなった
（図）。
１０ａ当たり収量は、生育期間中の適
度な降雨により果実肥大が良好だった
ため、１７年産を１００㎏（５％）上回る１９３０
㎏。結果樹面積は、生産者の高齢化に
伴う廃園があったことなどにより、１７
年産より１９００ha（５％）減の３万８７００
ha だった。

リンゴの収穫量は、前年産に比べて
５万４５００ｔ（７％）減の７０万１６００ｔと、
前年産の増加から転じて、大きく減少
した。出荷量も４万６８００ｔ（７％）減
の６３万２８００ｔとなった。
１０ａ当たり収量は、１４０㎏（７％）下
回る１９５０㎏。理由として、青森県で生
育期間中の少雨により果実肥大が抑制
されたことに加え、長野県で台風によ
る落果があったことなどが挙げられ
る。結果樹面積は、２００ha（１％）減の
３万６０００ha だった。

農水省はこのほど、「２０年産温州ミ
カン・リンゴの予想生産量」を公表し
た。計画的な生産出荷を促すため、予
測しているもの。
○温州ミカンは、産地によるバラツ
キはあるものの、全国的には十分な着
果量が確保されており、自然災害の影
響などにより生産量が伸びなかった前
年産実績７４．７万ｔを３．３万ｔ上回る７８

万ｔと見込んでいる。
時期別では、早生温州が７千ｔ減の

４４．３万ｔ。このうち、ハウスみかんは
１．９万ｔ、極早生みかんは１２．５万ｔとし
ている。
○リンゴは、全国的に十分な着花量
が確保されており、天候不順や台風等
の自然災害の影響により生産量が伸び
なかった前年産実績７０．２万ｔを６．８万
ｔ上回る７７万ｔと見込んでいる。
時期別では、つがる（早生種）が８．５
万ｔ、ふじ（晩生種）が４１．３万ｔ、そ
の他が２７．２万ｔとしている。

多くの府県で、果樹カメムシ類（チ
ャバネアオカメムシなど）に関する
注意報が出されている。発生数には
隔年性があり、今年は多い年とされ
ている。さらに、暖冬により越冬成
虫数が多かったと考えられる。梅雨
明けから８月下旬にかけて、今年生
まれた世代による被害に注意が必要
となる。
主にカンキツ類やナシなどの果実

を吸汁し、落下や奇形などを引き起こ
す。気温や湿度が高くなるにつれて発
生数も増す。夕暮れ時にエサを求めて
山林から園地に飛来してくる。蒸し暑
い日には、その数が増加する。
きめ細かく園地の観察を行い、飛来
がみられた場合には初期段階から防除
を行うことが重要。広範囲を移動する
ため、地域での一斉防除が効果的であ
る。早朝または夕方の防除が有効だが、
近隣への薬剤のドリフトや騒音には注
意する。また、薬剤の乾きにくい気象
条件では、薬害が発生しやすいことに
留意する。

種別等
需要量 作付面積

種別等
需要量 作付面積

２０年度
（ｔ）

前年産比
（％）

２０年度
（ha）

前年産比
（ha）

２０年度
（ｔ）

前年産比
（％）

２０年度
（ha）

前年産比
（ha）

冬キャベツ ４４３，７００ ３．２ １５，６００ ２００ 冬ニンジン ３１７，１００ △１．９ ７，８００ １７０
春キャベツ ２６８，４００ ４．３ ９，０００ １４０ 春夏ニンジン ２５７，２００ ８．１ ４，３６０ ２１０
冬春キュウリ ２８０，９００ １．０ ２，７８０ ６０ 春ネギ ６４，９００ △１．０ ３，４２０ １０
秋冬ダイコン ７７０，７００ ２．４ ２１，１００ １００ 夏ネギ ７２，４００ △０．２ ５，０００ ９０
春ダイコン １８３，５００ ２．７ ４，４３０ ８０ 秋冬ハクサイ ４７６，２００ △０．２ １２，９００ ２００
タマネギ １，３１５，８００ △８．１ ２３，９００ △２０００ 春ハクサイ ９１，１００ △２．７ １，８００ △１０
うち北海道産 ７３７，８００ △９．３ １２，８００ △１８００ バレイショ １，８１０，１００ △５．８ ７６，３００ △２００
うち都府県産 ５７８，０００ △６．６ １１，１００ △２００ 冬春ピーマン ７９，９００ △１．５ ７１０ ０

冬春トマト ３３７，０００ △０．２ ３，８８０ △４０ ホウレンソウ ２４４，７００ ０．２ ２１，０００ ７００
うち大玉トマト ２５８，４００ １．０ ２，８５０ ４０ 冬レタス １５２，９００ △１．５ ７，８４０ △２０
うちミニトマト ７８，６００ △４．０ １，０３０ △８０ 春レタス ９４，９００ △０．３ ４，２２０ １０
冬春ナス １０３，６００ △２．０ １，０９０ ２０ （△はマイナス、農水省の資料を基に作成）

通風改善・適切なかん水管理必要通風改善・適切なかん水管理必要
野菜の夏季高温対策

春夏ニンジン需要量８.１％増 果樹カメムシ類

今夏の多発生警戒２０年度冬春野菜需給ガイドライン

１９年産収穫量
ミカン１％増
リンゴ７％減

ともに前年産実績上回る
２０年度ミカン・リンゴ予想生産量
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家畜排せつ物法施行（０４年）に合わ
せて整備された堆肥舎の老朽化が目立
ち始めている。効率が低下することや
使用不能となることを防ぐため、定期
的な補修・補強の必要がある。
（一財）畜産環境整備機構は、効率
的な延命のため「堆肥舎等長寿命化マ
ニュアル（２０年３月）」を作成した。
その中から重要点を紹介する。
都府県では、堆肥の自家利用には限
界があり、譲渡や販売を行うために良
質な堆肥の生産が求められる。そのた
めの好気性処理で発生するアンモニア
などの腐食性ガスが、機械類の寿命を
縮めている。
北海道では、堆肥の自家利用が中心
のため、腐食などによる施設への損傷
は少ない。一方、堆肥舎面積が広いこ

は く り

とにより、床面コンクリートの剥離に
よる腐汁の浸透、支柱を支えるコンク
リートへのショベルローダ衝突による
損傷がみられる。
床・壁・屋根材・支柱
堆肥舎のコンクリート床は、ショベ
ルローダの走行や地盤沈下によってヒ
ビが入り、堆肥化時に出る廃汁が流れ
出ることがある。ヒビ割れ幅が０．５㎜程

度を超えると廃汁が入り込み、コンク
リート内の鉄筋の腐食を早めたりや強
度を弱めるので、コーキング材で割れ
た部分を穴埋めする。堆肥舎入口前面
も作業車の切り返し作業が頻繁に行わ
れるため、舗装する必要がある。

よ う へ き か く へ き

擁壁・隔壁のヒビ割れが大きい場合
は、床と同様にコーキング材で穴埋め
する。下部がコンクリートで途中から
ブロック積みの場合、内部に鉄筋が入
っていても、堆肥の横荷重により支柱
をゆがませている場合があるので、側
壁の横ふくらみがないか点検する。シ
ョベルローダのバケットが当たること
で鉄筋が見えているような場合、コン
クリートでおおって鉄筋がむき出しに
ならないように早急な補修が必要。
屋根材は、風や雪で１ヵ所破損する
と、そこから破損が広がっていくため、
定期的に目視で確認する。固定してい
るビスなどは錆びやすいので、ステン
レスのものに変える。
支柱は、水分や堆肥に触れて強度が
落ちる。コンクリート基礎を高くして、
その上から支柱を取り付けるなどの工
夫が必要。木材による建築は、アンモ
ニアの腐食を避けることができる。

機械類の保守管理忘れずに
撹拌機などの機械類は、床、壁、屋
根材などと異なり耐用年数が短く、定
期点検が不可欠。異常音や振動があれ
ば機械を止めて点検する。定期的な回
転部分への注油も必要となる。発酵槽
の両壁レール上を撹拌機が走行する場

合、長年の使用でレールにゆがみが生
じるため、車輪の素材も工夫する。
マニュアルでは他にも、共同利用型
堆肥施設でのストックマネジメントや
各地での補修事例が解説されている。
同機構畜産環境技術研究所のページか
らみることができる。

家畜改良事業団はこのほど、１９年度
乳用牛群検定成績速報をとりまとめ
た。１９年（１～１２月）の３０５日乳量は、
北海道・都府県ともに過去最高を記録。
分娩間隔は全国平均で前年より１日短
縮した。

検定参加戸数は７４５７戸で、１９年畜産
統計の戸数に対して５１．８％を占める。
都府県の比率は、鳥取、福岡、宮崎の
順で多く、いずれも８割を超えている。
北海道は７割となっている。
１頭当たりの乳量（ホルスタイン種、

３０５日乳量、立会検定）の全国平均は、
前年より４９㎏（０．５％）増の９７６０㎏と過
去最高。地域別にみると、北海道は５２
㎏（０．５％）増の９７７１㎏、都府県は４４㎏
（０．５％）増の９７３８㎏で、いずれも全国
平均と同様に過去最高となった。自動
搾乳（搾乳ロボット）検定も顕著に伸
びており、全国平均で３３７㎏（３．１％）
増の１万１０７９㎏を記録した。
分娩間隔の全国平均は１日短縮され

４３２日。地域別では、北海道で１日減の

４２５日、都府県で前年と同じ４４８日とな
っており、北海道と都府県の差が縮ま
らない状況が長らく続いている。一
方、空胎日数でみると、都府県は１日
短縮しており、わずかながら改善して
いる。
双子以上の分娩と死産を除いた産子
の性別比率をみると、雌子牛が北海道
で５６．４％、都府県で５５．０％となってお
り、１０年と比べてそれぞれ８．１㌽、６．８㌽
上昇している。性選別精液の普及で雌
雄の産み分けが進んでいる。
産次別の分娩状況をみると、双子以
上の分娩は産次が高くなるほど増え、
初産は１％未満であるのに対し、４産
以上では４％程度となっている。死産
及び難産は初産と４産以上で多くなる
傾向にあった。
事業団は、「産牛の損耗数が未だ多
く、検定成績を活用した飼養環境など
の管理改善が望まれる」と指摘。特
に、高産次牛での難産は過肥が要因で
あると考察している。

昨年、トウモロコシなどの重要害虫
「ツマジロクサヨトウ」が国内へ侵入
した。今年も飼料畑を中心に、千葉以
西の２４県（７月９日時点）で確認され
ている。昨年からの被害を受け、農水
省や宮崎大学が防除マニュアルを公表
している。
特徴と薬剤散布法
防除には早期発見が重要。可能な限
り、ほ場に立ち入って全体を広く調べ
る。同虫は、トウモロコシの若くて柔
らかい部位を好んで食害する。その際、
葉の表面に白い筋状の食害痕、多数の

く き

不定形の穴、茎先端部での列状の穴（葉
の切断）といった特徴的な食害痕を残
す。このような痕をみつけたら、同虫
が寄生している可能性が高い。
１つの株に普通は幼虫１頭のみが寄
生する。幼虫の体色は緑色や茶褐色な
ど様々だが、頭部のＹ字型の模様と尾
部の黒い４つの斑点が特徴的。
中心部に潜る前の若齢幼虫時での薬
剤散布が高い効果を発揮する。葉の上
にみられなくても、葉が巻いている芯
部分に潜り込んで加害していることも
ある。そのため、薬剤はトウモロコシの
上部から中心部に届くよう散布する。
薬剤散布以外には、マメ科植物の間作
を行い天敵の働きを高めるという方法
もある。

被害受けたら早期収穫も
草丈が高く薬剤散布が困難な場合、
早期収穫を検討する。土中のサナギ駆
除のため、収穫後は速やかに耕うんを
行う。細断型ロールベーラで未乳熟期
以前のものを収穫する時は、水分が多
いため、次の点に注意する。①ちぎれ
ない程度にネット張力を強くし、巻き
数を３倍にする。②重いため、ベール
グラブで速やかにラップする。③排汁
が多く貯蔵中に変形するため、平積み
で保管して早めに使用する。
台風に乗って西から東へ分散するこ
とも指摘されており、夏播きも引き続
き警戒が必要。ほ場で疑わしい幼虫や
食害痕をみつけたら、病害虫防除所や
普及指導センターまで連絡すること。

（一社）全日本畜産経営者協会は
このほど、雇用者のいる全国４０９畜産
経営体を対象に行った「畜産経営体
の雇用実態調査」の結果を公表した。
内訳は、酪農１０１戸（２５．０％）、養豚
９２戸（２２．５％）、肉用牛７５戸（１８．３％）
などとなっている。
経営上の人手不足について、「深
刻な問題だと感じている」の割合が
７６％に上った（図）。そのうち、「正
社員の不足」が７９％、「常勤パート
の不足」が４２％。また、求職者数に
ついては、「減っている」と「ほと
んど来ない」の合計は、正社員で
６３％、常勤パートで７０％と、求職者

が少ない状況がうかがえた。
雇用形態を問わず、「従業員数を減
らしたい」と回答した経営体は無かっ
た。従業員数を増やしたい部門を聞く
と、「生産部門」が９６％と最も多かっ
た。次いで、「加工部門」が９％、「営
業販売部門」が８％となっており、６
次産業化への進展がみてとれる。
働き方改革関連法の施行による人手
不足や経費増への対応策は、「募集活
動の強化」が４９％でトップ。次いで、
「スマート畜産技術の導入」が４３％、
「７０歳までの雇用拡大」が２１％と続い
た。新技術に対する関心は高く、経営
体の意識改革が図られている現状が示
された。
従業員定着のための取り組みでは、

「給与水準の引き上げ」が４１％、「定期
昇給」が３７％、「先輩のフォロー」が
３４％と、給与面の他、従業員間の意思
疎通を図ることも重要視されている。

「人手不足深刻」約８割
畜産の雇用実態明らかに

堆肥舎等長寿命化マニュアルから

北海道・都府県とも３０５日乳量過去最高
１９年度牛群検定成績速報

今年もトウモロコシで
ツマジロクサヨトウ確認

床・壁のヒビはコーキング材で穴埋め床・壁のヒビはコーキング材で穴埋め
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農水省はこのほど、畜産統計（２０年
２月１日現在）を公表した。それによ
ると、乳用牛・肉用牛の飼養頭数はと
もに増加した。飼養戸数は乳用牛・肉
用牛ともに減少している。
１戸当たり飼養頭数は乳用牛・肉用
牛ともに増加しており、大規模化が進
んでいることがうかがえる。畜種別の
概要は以下の通り。

乳用牛

全国の飼養頭数は１３５万２０００頭で、前
年に比べ約２万頭（１．５％）増加した
（表１）。内訳をみると、経産牛は８３
万９６００頭で４００頭（０．０５％）、未経産牛
は５１万２７００頭で２万３００頭（４．１％）それ
ぞれ増加。１戸当たり飼養頭数は９３．９
頭で、５．１頭（５．７％）増加した。
地域別にみると、北海道・東北・近
畿などで増加した。増加率が高かった
地域は、中国４．８％増、北海道２．５％増、
沖縄２．４％増などだった。
全国の飼養戸数は１万４４００戸で、廃
業などにより６００戸（４．０％）減少。成
畜（満２歳以上の牛）の飼養頭数規模
別（学校、試験場等の非営利的な飼養
者を除く）にみると、飼養戸数は「８０

～９９頭」「３００頭以上」を除く全ての層
で減少した。規模別の飼養頭数割合は、
「１００～１９９頭」と「２００頭以上」の層が
全体の約４割を占める。
減少割合が最も高いのは、四国（３０５
戸）の１０．６％減。次いで、中国（６２９戸）
の７．２％減、北陸（２８４戸）の６．９％減な
どとなっている。
また、全国の飼養頭数の６割以上を
占める北海道の飼養戸数は５８４０戸で、
１３０戸（２．２％）減少した。頭数は８２万９００
頭で、１万９９００頭（２．５％）増加してい
る。全国に占める飼養戸数の割合は４
割を超えている（図１）。

肉用牛

全国の飼養頭数は２５５万５０００頭で、前
年に比べ５万２０００頭（２．１％）増加（表
２）。内訳をみると、肉用種は１７９万２０００
頭で５万８０００頭（３．３％）増加した。う
ち、子取り用めす牛は６２万２０００頭で、
３９００頭（０．６％）減少した。
乳用種は７６万３４００頭で、５２００頭

（０．７％）減少した。うち、ホルスタイ
ン種他は２６万７９００頭で６５００頭（２．４％）
減少、交雑種は４９万５４００頭で１２００頭
（０．２％）増加した。なお、１戸当たり

飼養頭数は５８．２頭
で、４．１頭（７．６％）
増加した。
地域別にみる

と、全地域で増加
しており、特に近
畿・中国で４．０％
増、四国で３．１％
増、東北・北海道
で２．３％増などと
大きく増えた。
全国の飼養戸数は４万３９００戸で、廃
業等により２４００戸（５．２％）減少。飼養
頭数規模別（同）にみると、「２０～４９
頭」、「５０～９９頭」の層がそれぞれ０．１％、
０．３％増加している。それ以外の全ての

層で減少した。
飼養戸数は、東海以外の全地域で減
少した。減少率が高かった地域は、北
陸が９．０％減、北海道が８．２％減、中国
が７．３％減など。なお、飼養頭数・戸数
ともに九州が約４割を占めた（図２）。

雨が多い時期や夏場は、牛舎に湿気
がこもり、衛生環境が悪くなりがちで
ある。病気の発生予防や枝肉成績向上
のため、十分に気を配り対策すること
が重要となる。
■飼料のチェック・風通しに注意
大雨が続く時期は特に状態の確認を
徹底する。飼料のカビや腐敗を防ぐた
め、調整・保管に注意し、発生した場
合はなるべく取り除いてから給与す
る。
飼槽も入念に掃除を行う。飼料は風

通しの良い場所に保管するよう努め
る。
畜舎の周辺の草刈りをこまめに行う
ようにし、風が通るよう工夫する。特
に草丈の高い雑草は必ず刈る。牛舎内

さまた

の通風の妨げになっている物も取り除
いておく。
■牛床の管理はマメに
ふん尿を畜舎に溜めないことが重

要。こまめに除ふんや敷料の交換を行
い、モミガラにオガクズなどを混ぜて
通気性を確保し、良質な堆肥を作る。

牛床は送風機などを使ってなるべく乾
燥した状態を保ち、ハエなどの衛生害
虫の発生を予防する。また、湿気がこ
もるとぬかるみやすいため、換気を定
期的に行う。

ハエ対策として、成虫には、壁塗布
剤や直接散布剤を状況に合わせて使い
分ける。また、抵抗性が付きにくいこ
とから毒エサで退治する方法も有効で
ある。

農畜産業振興機構はこのほど、２０年
５月販売分の肉用牛肥育経営安定交付
金制度（牛マルキン）の補てん金単価
（概算払）を公表した。交雑種と乳用
種で補てんが行われる。新型コロナウ
イルス感染拡大の影響などにより販売
価格の低迷が続いていることから、交

雑種は４ヵ月連続、乳用種は４７ヵ月連
続の発動となった。
１頭当たりの補てん金単価は、交雑
種が１４万２２２０．３円、乳用種が４万
２９２５．１円となった。前月に比べて、交
雑種は１９０９．８円、乳用種は５２２０円、それ
ぞれ減額となった。
積立金が不足する都道府県では、国
費分のみ（４分の３相当額）の支払い
となる。

（一社）日本家畜人工授精師
協会はこのほど、「乳用牛への
黒毛和種交配率について（２０年
１～３月）」を公表した。黒毛
和種を交配した割合は、全国平
均で３８．２％（前期比１．０㌽増、前
年同期比３．８㌽増）と、前回の低
下から再び上昇に転じた。１９年
４～６月期から、３０％台後半が
続いている。
延べ人工授精頭数の８割以上を占
める北海道の交配割合は２７．２％（前
期比０．７㌽増、前年同期比３．８㌽増）
で、都府県は５２．１％（１．４㌽増、３．９㌽
増）だった。地域別にみると、授精
頭数の多い関東が５４．３％（１．３㌽増、
５．６㌽増）、東北が４０．４％（０．１㌽増、

２．２㌽増）などとなっている。
なお、延べ人工授精頭数は、北海
道が２５万２０５頭（７．５％減、３．０％増）、
都府県で５万７６５０頭（４．６％減、２．０％
減）だった。
性選別精液の利用割合は、全国で

１７．２％（０．６㌽増、１．０㌽増）と上昇し
ている。

○２０年畜産統計○

乳用牛、肉用牛とも飼養頭数増
戸数は減少傾向が続く

畜舎の風通し・床のぬかるみに注意
飼料のカビにも

全国平均再び上昇し３８．２％に
乳用牛への黒毛和種交配状況

交雑・乳用種ともに発動続く
牛マルキン５月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

需要期入りも外
食需要回復まだ
で小幅な上げか

５月末に緊急事態宣言は解除された
ものの、外食需要の回復は鈍い。６月
の相場は、梅雨入りで需要が弱い中、
和牛は前月に続く上昇の一方、交雑種
は軟調に推移した。
【乳去勢】６月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は９６１円（前年同月比９１％）
となり、前月に比べ２２円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、７月の乳用種の全国出荷頭数は２
万７４００頭（９５％）と、減少基調に戻る
と見込んでいる。
【Ｆ１去勢】６月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１２０１円（前年同月比７４％）、Ｂ２は
１０４７円（６９％）となった。前月に比べ
それぞれ５５円、８３円下げた。前年に比
べ安値となった和牛へのシフト傾向か
ら、引き合いが弱かった。
同機構は７月の交雑種の全国出荷頭
数を１万９６００頭（９２％）と、前年同月
をかなり下回ると予測している。
【和去勢】６月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が１８７５
円（前年同月比７８％）、Ａ３は１６６５円
（７５％）となった。前月に比べそれぞ
れ５８円、５５円上げた。Ａ５は８８円高の
２２８９円（８４％）だった。
同機構は７月の和牛の全国出荷頭数
は４万４１００頭（１００％）と前年並みを予

測している。全体の出荷頭数は９万
２７００頭（９７％）と見込んでいる。
一方、７月の輸入量は総量で５万

１３００ｔ（８２％）と予測している。内訳
は冷蔵品が２万２７００ｔ（８３％）、冷凍

品が２万８６００ｔ（８２％）。
新型コロナウイルス感染症
拡大に伴う北米の現地工場
の操業停止等により生産量
が減少していることや、国
内の在庫量が高水準にある
ことから、冷蔵品、冷凍品
ともに前年同月を大幅に下
回ると見込んでいる。
豪雨が九州をはじめ各地
を襲い、甚大な被害をもた
らした。東京では新型コロ
ナウイルスの感染者が再び
増加している。当面、イベ
ントや会食の自粛傾向が続
くとみられる。

例年、梅雨明けとともに需要が高ま
る。外食需要の急回復は考えにくいが、
焼き肉需要が見込める。内食需要は堅
調で、量販店などからの引き合いがさ
らに強まることを期待したい。相場は
強含みの展開が予想されるが、小幅な
上げにとどまると予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９００～
１０００円、Ｆ１去勢Ｂ３が１２００～１３００円、
Ｂ２は１０５０～１１５０円、和牛去勢Ａ４が
１８５０～１９５０円、Ａ３は１６００～１７００円で
の相場展開か。

家庭向け需要継
続と輸入量減少
で堅調な荷動き

６月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が６２４円（前年同月比
１０６％）、中物は６０３円（１０７％）となっ
た。前月に比べ上物は７円下げ、中物
は２円上げた。家庭消費向けの需要が
引き続き堅調で、下旬には上物が６００円
台後半まで上げた。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、７月は１２９万頭（前年同月比９５％、
過去５年同月平均比１００％）、８月は１２６
万９千頭（１０１％、９９％）で、頭数は増
えないと見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、７月の輸入量は総量で６万９７００ｔ

（前年同月比８２％）の見込み。内訳は
冷蔵品が２万９９００ｔ（８３％）、冷凍品
が３万９８００ｔ（８１％）。冷蔵品は新型
コロナウイルス感染症拡大に伴う北米
の現地工場の操業停止による生産量の
減少等から、冷凍品は生産量の減少に
加え、国内の在庫量が高い水準にある
ことから、ともに前年同月を大きく下
回ると予測している。
家庭消費向けの需要が継続すると見
込まれる。競合する米国産冷蔵品の減
少により、国産品は堅調な荷動きが予
想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６２０～６５０円、
中物は５７０～６００円の底堅い相場展開
か。

枝肉相場の急回
復は見込めず、
素畜もちあいか

【乳素牛】６月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２３万５２３３円（前年同月比９８％）、Ｆ１去
勢は３７万９７５８円（７８％）だった。前月に
比べ乳去勢は２１２５円上げ、Ｆ１去勢は
９８４７円下げた。Ｆ１去勢は枝肉相場の低
迷を反映して、４ヵ月連続で前月を下
回った。
需要期入りも、枝肉相場の急回復は
見込みにくい。両品種とも、もちあい
の展開か。
【スモール】６月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、暫定値）は、乳雄が１３万

８５６５円（前年同月比９８％）、Ｆ１（雄雌
含む）は２２万５８５７円（７０％）となった。
前月に比べそれぞれ８５３５円、１万２９１１
円上げ、ともに続伸となった。
今後、時期的に取引頭数が増えるた
め、価格の上昇は考えにくい。両品種
とも、もちあいの展開が予想される。
【和子牛】６月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、６５万
４３４３円（前年同月比８２％）となった。
前月に比べ３万２１６７円上げた。枝肉相
場が上向いてきたことや、緊急事態宣
言が解除されたことにより、購買意欲
が高まったものとみられる。
牛肉の需要回復がまだ緩やかなた

め、子牛導入は慎重にならざるを得な
い。もちあいから小幅高の展開が予想
される。

内閣府食品安全委員会（東京・赤
坂）は６月５日、プリオン専門調査
会を開催。厚労省からの諮問を受け、
ドイツ及びフィンランドから輸入さ
れる牛、めん羊及び山羊の肉及び内
臓（以下「牛肉等」）の食品健康影
響評価の審議を開始した。牛肉につ
いて、現行の「輸入禁止」から「３０
ヵ月齢以下」及び「月齢制限なし」
とした場合のリスク評価を併せて行
うことを決めた。
現在、ＢＳＥ（牛海綿状脳症）発
生履歴のあるドイツ、フィンランド
産の牛肉等については、輸入禁止措
置を講じている。ドイツ（２０００年代
前半中心に４２１頭発生）は１６年、フィ
ンランド（０１年に１頭発生）は０８年
に、ＯＩＥ（国際獣疫事務局）総会
で「無視できるＢＳＥリスク」の国
と認定された。
今般、両国から日本の管理措置の
見直しに必要な資料が提出されたこ

とから、厚労省は諮問を行った。めん
羊及び山羊に関しては、これまでの諮
問と同じだが、牛肉の月齢制限につい
ては、「３０ヵ月齢以下」とした場合に
加え、「月齢制限なし」とした場合の
リスク評価も要請している。
これまでは、「輸入禁止」から「３０
ヵ月齢以下」とした場合のリスク評価
を行い（１５ヵ国）、その後、５ヵ国（米
国、カナダ、アイルランド、フランス、
ノルウェー）について、「月齢制限な
し」とした場合のリスク評価を行い、
「リスクは極めて低い」と評価した。
今回、「３０ヵ月齢以下」と「月齢制
限なし」を併せて評価するにあたり、
直近の「月齢制限なし」としたフラン
スでの点検項目について、既に両国か
ら回答を得ていることを事務局が説
明。審議の結果、専門委員は同時にリ
スク評価を行うことに合意した。次回
以降、評価書案に基づき、調査・審議
を行う。

６月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６３１ ７９０ ２９２ ２９５ ２３８，３０９ ２３３，８５０ ８１６ ７９３
Ｆ１去 １，２１４ ８７７ ３１８ ３１８ ３８３，７９０ ４００，５８５ １，２０７ １，２６０
和去 １，４１８ １，２１８ ３１４ ３１６ ６４４，８７６ ６２７，５３７ ２，０５４ １，９８６

東 北
乳去 １６ ４ １９３ ２０５ ７３，９０６ ９９，０００ ３８３ ４８４
Ｆ１去 ４ － １８２ － １９０，５７５ － １，０４９ －
和去 １，７８２ ２，０８８ ３０８ ３０７ ５９９，７５９ ５８３，９９６ １，９５０ １，９０３

関 東
乳去 ８９ ６４ ２８４ ２７６ ２７３，０８４ ２６０，７５１ ９６２ ９４４
Ｆ１去 ８７ ８１ ３０３ ３１２ ３８３，５４５ ４０９，２９５ １，２６５ １，３１１
和去 ８８４ ７０１ ２７３ ２７０ ６２５，１２３ ５８６，６５７ ２，２９１ ２，１７６

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ５６ ７９ ２９２ ２９１ ６１５，２９２ ６９５，０７４ ２，４３２ ２，３８９

東 海
乳去 ７ １４ ２９３ ２９３ ２５２，０５７ ２３７，８３５ ８６０ ８１１
Ｆ１去 ５０ ５０ ２８８ ３０１ ３４３，８５９ ３４１，２８６ １，１９２ １，１３４
和去 ２４６ ３９０ ２５３ ２６６ ６１５，１５９ ６６７，１５８ ２，４３２ ２，５０８

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ２７７ ３８４ ２７１ ２５６ ６４７，１０５ ５６６，５９１ ２，３８５ ２，２１３

中 四 国
乳去 ８９ ８１ ２７６ ２７６ ２１４，４０１ ２１２，９６５ ７７７ ７７２
Ｆ１去 ２４５ ２３３ ３１３ ３１１ ３７０，８７５ ３６５，８７０ １，１８６ １，１７８
和去 ７８６ ４１０ ２９３ ２９０ ６２４，７０１ ６０１，５４１ ２，１３１ ２，０７３

九州・沖縄
乳去 ３２ １７ ２７０ ３１３ ２０４，２２１ ２１８，１８８ ７５７ ６９７
Ｆ１去 ２３６ ２４４ ３０４ ３１６ ３７７，６５９ ３７６，１６８ １，２４２ １，１９２
和去 ７，１１７ ８，９５０ ２９５ ２９５ ６７８，７４２ ６３３，７８１ ２，２９８ ２，１５１

全 国
乳去 ８６４ ９７０ ２８７ ２９２ ２３５，２３３ ２３３，１０８ ８２０ ７９８
Ｆ１去 １，８３６ １，４８５ ３１４ ３１５ ３７９，７５８ ３８９，６０５ １，２０９ １，２３７
和去 １２，５６６ １４，２２０ ２９６ ２９５ ６５４，３４３ ６２２，１７６ ２，２１１ ２，１０９

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

「月齢制限なし」リスク審議開始 食安委

ドイツ・フィンランド産牛肉
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畜産物需給見通し畜産物需給見通し


